
確認４　収支式

容器内の水を対象として，それに出入りする熱量を考えて，dt時間における熱の収支式を作製する

配管から　　　ヒータから 　　　配管から　　　　　熱量の蓄積
入る熱量　　　入る熱量　　　　出てゆく熱量　　　に基づく温度変化
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時間が無限大で        　　　　　　　　　　に漸近する
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